
逆転の発想から夢の種を蒔く

「うちの息子は，東京の一流会社にいっきょるけん忙しいて帰って来る間もな

いんでよ」と近所の人に自慢話をするのが大好きなのが田舎の人の気性だ。田

舎で住むことが負け組という意識を持ち，せめて子供だけは公務員や大手企業

へ就職させたいと願う母親がたくさんいる。28年前に上勝に来た時，あるお宅

で私がいるにもかかわらず自分の子供に「勉強せなんだらこの町に残るように

なるんでよ」という言葉を聞いたとき，なんて情けないことを言うのかと･･･。

こんなに自分の生まれ育ったところに誇りが持てないものなのかという現実が

そこにあった。しかし私の中に，このプライドの高さや自慢話が，もしも逆転

すれば，すごい力になるのではないかということにも気がついた。「そうだこの

自慢話が大好きな人達が町や商品を自慢すればいいんだ」この逆転の発想が，

今の仕事の原点にある。葉っぱを商売にしようと発案した時に「葉っぱをお金

に替えるのは狸か狐のおとぎ話でよ，もっと仕事は真面目にせなあかん」とま

でいわれてしまった。ところがこの商売は，まさに田舎でなければできない。

同じ土俵では自慢できることはない。むしろマイナスになる。ここにしかない

ものということに着眼すれば田舎は宝が山程ある。しかし面白いことにここに

しかないことというのは住んでいる人にとっては極当たり前。考えてみれば，

ほんとに紙一重なのにとつくづく思う。自慢話に花を咲かせて自分の住んでい

るところに誇りをみんなが持ちたいものだ。

最近はあちこちに出かけることが多くなってきた。現場では，予算が無い，

経営が厳しいから無駄なことをしないようにいう声が，よく聞こえてくる。こ

のことは，誰しもいうことだが，ある意味では当然のこと。しかし実はこれが

逆の結果になってしまうのが，田舎の現実だ。節約のために電気を消しなさい

というと，電気が消えるのではなく気が消えてしまうから不思議。「マイナス志

向になると」何をやっても駄目だというあきらめの気が広がり，電気代よりは

るかに売り上げが落ちてしまうことがある。それはなぜなのか。なんとか経費

を落としたいという考え方より，電気を消さなければ，ならない程，経営が行

き詰まっているというマイナス感覚に陥るから。そっちの考え方の方が，圧倒
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的に強くなってしまい，肝心の事業そのものの士気が低下してしまうのである。

ではどうすればいいのかというと上勝のおばあちゃん原理を考えてくれればよ

く見えてくる。おばあちゃんだから何もしなくていいからと節約型を取り入れ

ていくと，どんどん士気が低下して病院通いや福祉施設に入り経費がかかるこ

とになる。逆に元気に働いて１日１万円稼ぐと売り上げ増と医療費も少なくな

るという好循環へとつながることになる。つまり大事なことは，電気の節約で

はなく，光輝く心の電気をつけた方が，トータル的には，売り上げアップにな

るということもあるのである。そのくらい田舎はしっかりとした自分をもって

いる人が少なく，流れに左右されやすいということを知って戦略を立てた方が

いいと思う。「もったいないから電気消せ･･･」と叱る前に，「電気が照ってるよ

うないい顔してるなぁ･･･」と心の電気をつけてあげる褒め言葉が意外と大切な

のかもしれない。

逆転の発想とは，人が当たり前と思うことが当たり前でないということに気

がつくこと。もうあと数年もすれば，全国の田舎は壊滅状態となるところが，

どんどん出てくる。耕作放棄地や廃屋があちこちでみられ，なんともいえない

寂しい現実が押し寄せている。気の空洞化が進み，あきらめの気が広がりつつ

ある。都会に住む者も，みんな自分の生まれたところには元気であってもらい

たいと思っている人は多い。しかし現実はほとんどの人が，田舎には戻って来

ない。なぜなら今のままでは仕事と魅力が無いから。そこで生活ができる基盤

づくりができれば，帰ってくる。小さくても光輝くことの大切さを知り，夢の

種を蒔いていくこと。このことをみんなが始めれば，やがては芽が出てくる。

しかし種は自分が蒔かなければ芽は出てこない。今までやったことがないこと

や，新しいことを始めるには勇気がいる。ひとつ踏み出てみよう。「あきらめた

らあかん」まだまだやれるでよ。

（株式会社いろどり　代表取締役　横石知二・よこいしともじ)

＜「株式会社いろどり」は徳島県上勝（かみかつ）町にて，料理に添える花や葉っぱなど

の「つまもの」事業を主に展開している。上勝町は65歳以上の高齢者が約半数を占め

る人口2,000人の小さな町だが70歳，80歳のおばあちゃんたちが，立派なビジネスパー

トナーとして，筆者の横石氏が立ち上げた「つまもの」事業に携わっている。＞
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